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真
言
宗
僧
凝
然
（
一
）
1
一
、
は
じ
め
に
令
和
三
年
は
東
大
寺
戒
壇
院
の
国
師
示
観
房
凝
然
大
徳
（
一
二
四
〇
〜
一
三
二
一
）
の
七
百
年
遠
忌
に
当
た
る
。
凝
然
が
長
老
を
務
め
た
唐
招
提
寺
で
は
、こ
れ
を
記
念
し
た
論
文
集
の
刊
行
を
企
図
さ
れ
た
。
稿
者
は
凝
然
の
著
し
た
東
大
寺
戒
壇
院
実
相
房
円
照（
一
二
二
〇
〜
一
二
七
七
）
の
伝
記
『
東
大
寺
円
照
上
人
行
状
』
に
見
ら
れ
る
真
言
宗
の
問
題
を
論
じ
た
一
文
を
投
稿
し
た
（
１
）
。
本
稿
は
、
そ
れ
以
外
の
凝
然
の
伝
記
的
事
績
に
見
ら
れ
る
真
言
宗
の
問
題
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
凝
然
は
円
照
の
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
、
東
大
寺
僧
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
円
照
を
嗣
い
で
東
大
寺
戒
壇
院
長
老
と
な
り
、
ま
た
晩
年
に
唐
招
提
寺
長
老
を
兼
ね
て
い
る
。
華
厳
宗
の
学
者
と
し
て
著
名
で
あ
り
、律
宗
を
兼
学
し
、華
厳
宗
と
律
宗
に
関
す
る
講
義
・
著
作
が
多
い
。
ま
た
東
大
寺
を
八
宗
兼
学
の
寺
と
称
す
る
こ
と
か
ら
、凝
然
も
ま
た
八
宗
を
兼
学
す
る
学
匠
と
さ
れ
る
。
ま
た
凝
然
は
自
ら
の
著
作
に「
華
厳
兼
律
金
剛
欣
浄
沙
門
」
等
と
自
署
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
華
厳
兼
律
」
は
華
厳
宗
と
律
宗
の
兼
学
を
意
味
す
る
が
、そ
の
後
の
「
金
剛
」
は
真
言
密
教
を
、「
欣
浄
」
は
法
然
房
源
空
（
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
）
流
の
浄
土
門
を
指
す
と
み
ら
れ
て
お
り
、
凝
然
が
こ
の
四
宗
を
兼
学
し
て
い
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
著
『
八
宗
綱
要
』
は
、
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
〜
一
真
言
宗
僧
凝
然
（
一
）
―
―
伝
記
に
見
る
真
言
宗
―
―
苫
米
地　
誠
一
大
正
大
學
研
究
紀
要
　
第
一
〇
六
輯
2
八
三
五
）
の
『
十
住
心
論
』
を
参
考
に
し
て
諸
宗
を
配
列
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
ま
た
そ
の
配
列
に
上
下
優
劣
の
意
味
は
な
い
と
し
て
、
凝
然
に
お
け
る
真
言
密
教
の
位
置
づ
け
を
そ
れ
程
重
視
し
な
い
考
え
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
凝
然
に
よ
る
真
言
宗
関
係
の
著
作
は
『
十
住
心
論
義
批
』
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
見
ら
れ
て
い
な
い
平
川
彰
氏
は
、
そ
の
題
名
か
ら
真
言
宗
を
批
判
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
凝
然
が
師
円
照
の
伝
記
を
記
し
た
『
東
大
寺
円
照
上
人
行
状
』
に
は
、
円
照
の
真
言
宗
の
阿
闍
梨
、
法
験
に
優
れ
た
験
者
と
し
て
の
姿
や
、
円
照
が
諸
宗
兼
学
し
な
が
ら
も
真
言
を
第
一
と
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、凝
然
に
お
い
て
も
、そ
の
真
言
宗
の
問
題
は
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。当
時
の
南
都
に
お
け
る「
諸
宗
兼
学
」
は
制
度
的
兼
学
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
真
言
宗
と
顕
教
諸
宗
を
兼
学
し
た
学
僧
は
、
僧
侶
個
人
の
真
言
宗
僧
と
し
て
の
修
行
と
は
別
に
、
南
都
三
会
に
代
表
さ
れ
る
顕
教
法
会
に
出
仕
す
る
た
め
に
、（
兼
学
し
て
い
る
真
言
宗
学
と
は
会
通
さ
れ
な
い
）
顕
教
宗
学
そ
の
も
の
の
研
究
を
し
て
い
た
。
し
か
し
僧
侶
個
人
と
し
て
は
真
言
宗
を
兼
学
・
兼
修
し
て
い
る
訳
で
あ
り
、
個
人
的
な
信
仰
・
思
想
の
場
面
で
は
真
言
宗
僧
と
し
て
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
そ
の
著
作
に
お
い
て
（
真
言
宗
学
に
全
く
触
れ
な
い
）
顕
教
宗
学
に
関
す
る
「
学
」
と
し
て
の
見
解
の
み
が
展
開
さ
れ
て
い
て
も
、そ
れ
は
真
言
宗
僧
で
あ
る
本
人
の
「
思
想
・
信
仰
」
と
は
別
で
あ
り
、従
っ
て
そ
の
本
人
が
真
言
密
教
と
は
関
係
が
な
か
っ
た
、
又
は
真
言
密
教
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
考
え
る
（
２
）
。
紙
数
の
関
係
に
よ
り
、
諸
宗
を
兼
学
す
る
凝
然
に
お
け
る
真
言
宗
に
つ
い
て
は
次
稿
（
３
）
に
譲
り
、
今
回
は
凝
然
の
伝
記
的
事
績
に
見
ら
れ
る
真
言
宗
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
き
た
い
。
二
、
凝
然
の
伝
記
に
お
け
る
真
言
宗
関
連
事
跡
凝
然
の
伝
記
は
、貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
成
立
東
大
寺
末
律
沙
門
重
慶
房
亮
然
（
一
六
五
八
〜
）
集
記
『
伝
律
図
源
解
集
（
伝
律
図
源
）』
下
（
４
）
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
慧
堅
撰
『
律
苑
僧
宝
伝
（
律
苑
）』
巻
第
十
四
（
５
）
、『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
十
六
（
６
）
、
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
二
真
言
宗
僧
凝
然
（
一
）
3
ら
は
残
念
な
が
ら
江
戸
期
の
も
の
に
限
ら
れ
る
が
、
同
時
代
の
資
料
と
し
て
は
、
凝
然
の
著
し
た
『
東
大
寺
円
照
上
人
行
状
（
７
）（
以
下
『
行
状
』
と
し
、
一
々
の
註
記
は
省
略
す
る
）』
に
お
け
る
自
身
に
関
す
る
記
事
と
著
作
の
奥
書
に
お
け
る
凝
然
の
自
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
は
東
大
寺
勧
学
院
発
行
・
大
屋
徳
城
『
凝
然
国
師
年
譜
』
が
作
ら
れ
、更
に
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
東
大
寺
勧
学
院
々
長
新
藤
晋
海
編
・
東
大
寺
教
学
部
発
行
『
凝
然
大
徳
事
績
梗
概
（
以
下
『
梗
概
』
と
し
、
一
々
の
註
記
は
省
略
す
る
）』
は
、
以
上
を
含
む
諸
史
料
を
網
羅
し
、
そ
の
事
績
を
年
譜
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
『
仏
典
講
座
』
39
「
八
宗
綱
要
上
（
８
）
」
の
平
川
彰
氏
に
よ
る
「
解
題
」
や
岩
波
思
想
大
系
『
鎌
倉
旧
仏
教
（
９
）
』
に
お
け
る
田
中
久
夫
氏
の
「
著
者
略
伝
」
中
の
凝
然
伝
、
越
智
通
敏
氏
の
『
沙
門
凝
然）（1
（
』
な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
追
塩
千
尋
氏
の
「
凝
然
の
宗
教
活
動
に
つ
い
て
：
凝
然
像
の
再
検
討）（（
（
」
も
伝
記
研
究
的
論
述
が
多
い
。
今
は
凝
然
の
伝
記
を
考
察
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
主
と
し
て
『
梗
概
』
に
上
げ
ら
れ
る
史
料
を
中
心
に
、
必
要
に
応
じ
て
諸
氏
の
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
凝
然
の
真
言
宗
僧
（
密
教
者
）
と
し
て
の
事
跡
を
考
え
る
に
必
要
な
事
項
を
取
り
出
し
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。（
な
お
以
下
、『
行
状
』『
梗
概
』『
伝
律
図
源
』
に
拠
る
一
々
の
註
記
は
省
略
す
る
）
先
ず
凝
然
は
円
照
の
門
人
で
あ
り
、
師
を
嗣
い
で
戒
壇
院
第
二
世
と
な
っ
て
い
る
。
・
延
応
二
年
（
一
二
四
〇
年
七
月
改
元
仁
治
元
年
）
三
月
六
日
の
誕
生
。
伝
記
類
に
よ
れ
ば
俗
姓
は
藤
原
氏
で
あ
り
、
伊
予
国
高
橋
郷
の
出
身
と
さ
れ
る
。
・
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
、
十
六
歳
。
延
暦
寺
不
共
菩
薩
戒
壇
に
登
壇
受
戒
す
る
。
凝
然
自
身
の
著
作
奥
書
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
伝
律
図
源
』
な
ど
の
伝
記
類
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
・
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
、
十
八
歳
で
東
大
寺
戒
壇
院
に
登
壇
受
戒
し
別
受
戒
を
受
け
る
。
著
作
奥
書
に
よ
る
。
伝
記
類
で
は
こ
の
年
に
出
家
し
た
と
さ
れ
る
。
（
・
こ
の
年
冬
よ
り
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
ま
で
十
四
年
。
円
照
、
東
大
寺
大
勧
進
と
な
る
。
『
行
状
』
に
よ
る
）
・
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
五
月
、
二
十
歳
。
東
大
寺
戒
壇
院
に
お
い
て
円
照
に
従
い
、
通
受
戒
を
受
け
る
。
伝
記
類
で
は
弱
冠
（
二
十
歳
）
で
受
具
し
、
円
照
の
室
に
入
る
と
さ
れ
、
『
伝
律
図
源
』
で
は
こ
の
戒
を
「
三
聚
之
浄
戒
」
と
記
す
。
三
大
正
大
學
研
究
紀
要
　
第
一
〇
六
輯
4
・
年
月
日
未
詳
。
伝
記
類
に
よ
れ
ば
、
受
具
し
、
円
照
の
弟
子
と
な
っ
て
後
、
東
大
寺
に
住
し
、
そ
の
後
は
証
玄
上
人
よ
り
律
蔵
を
学
び
、
ま
た
南
山
律
宗
・
法
相
宗
・
三
論
宗
を
学
び
、
理
を
顕
す
こ
と
流
水
の
如
く
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
東
大
寺
真
言
院
聖
守
（
一
二
一
九
〜
一
二
九
一
）
に
随
っ
て
真
言
宗
と
天
台
宗
を
伝
学
し
て
義
を
談
じ
禅
法
を
伝
え
、
尊
勝
院
宗
性
（
一
二
〇
二
〜
一
二
七
八
）
に
値
っ
て
華
厳
宗
を
習
学
し
広
く
華
厳
の
玄
旨
を
講
じ
た
と
さ
れ
る
。
・
年
月
日
不
明　
円
照
、
泉
涌
寺
の
円
珠
上
人
を
鷲
尾
金
泉
院
に
請
じ
て
律
鈔
な
ら
び
に
真
言
（
教
）
を
講
ぜ
し
め
る
。
時
に
円
珠
、
『
菩
提
心
論
』
を
講
ず
。
凝
然
こ
れ
を
聴
く
。
ま
た
円
照
、
『
大
日
経
住
心
品
疏
』
を
講
じ
、
大
い
に
密
乗
を
開
く
。
ま
た
住
僧
及
び
東
林
院
の
尼
衆
の
た
め
に
『
菩
提
心
論
』
を
講
ず
る
。
凝
然
、
こ
こ
に
列
座
し
て
聴
講
す
る
。
『
行
状
』
中
巻
に
よ
る
。
円
照
が
金
山
院
を
施
入
さ
れ
た
の
が
正
元
元
年
で
あ
り
、
こ
の
前
の
記
事
が
正
元
・
文
応
の
記
録
な
の
で
、
こ
の
記
事
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
円
照
は
東
林
院
の
尼
衆
を
管
領
し
、
金
山
院
で
密
教
を
伝
受
し
て
い
る
。
・
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
、
二
十
二
歳
。
九
品
寺
覚
明
房
長
西
（
一
一
八
四
〜
一
二
六
六
）
に
善
導
〔
六
一
三
〜
六
八
一
〕
の
『
観
経
義
疏
』
を
聞
く
。
・
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
〜
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
木
幡
山
観
音
院
迴
心
房
真
空
（
一
二
〇
四
〜
一
二
六
八
）
に
真
言
密
教
を
学
ぶ
。
追
塩
氏
の
指
摘
に
拠
れ
ば
『
諸
宗
章
疏
録
』
巻
二
「
戒
壇
院
凝
然
撰
集
」
の
密
教
部
に
「
住
心
論
義
批
第
四
・
五
・
六
・
九
巻
」
と
「
住
心
論
第
六
巻
新
玄
鈔
」
を
上
げ
た
後
の
割
注
に
「
按
ず
る
に
、
此
の
中
第
九
巻
義
批
及
び
新
玄
鈔
は
世
に
絶
え
た
り
。
ま
た
第
五
巻
義
批
の
後
記
に
云
く
、
予
、
昔
弘
長
の
季
暦
よ
り
文
永
四
年
に
至
る
首
尾
五
年
、
木
幡
廻
心
上
人
に
隨
逐
し
て
真
言
教
を
学
ぶ
。
寸
陰
を
棄
て
ず
。
中
に
於
て
『
十
住
心
論
』
を
研
精
瑩
練
す
。
そ
の
後
四
十
余
回
、
久
し
く
星
霜
を
積
み
、
今
に
衰
老
す
。
文
を
消
し
義
を
陳
ぶ
。
云
）々
（1
（
」
と
あ
る
。
『
梗
概
』
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
り
付
け
加
え
る
。
・
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
一
月
二
十
九
日
二
十
九
歳
。
『
八
宗
綱
要
』
を
伊
予
国
円
明
寺
西
谷
に
お
い
て
撰
す
。
奥
書
に
華
厳
宗
沙
門
と
記
す
。
・
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
円
照
、
光
明
山
の
智
舜
上
人
を
戒
壇
院
に
請
じ
て
三
論
を
講
ぜ
し
め
る
。
住
持
の
僧
侶
七
十
人
許
り
。
多
く
四
真
言
宗
僧
凝
然
（
一
）
5
五
は
方
来
学
法
の
諸
徳
で
、
中
で
も
重
禅
・
聖
然
・
見
塔
は
顕
密
を
兼
ね
て
そ
の
名
が
通
じ
て
い
た
。
・
年
月
日
不
明　
或
る
時
は
円
照
自
ら
も
（
恐
ら
く
戒
壇
院
に
お
い
て
）
、
律
疏
（
南
山
の
三
大
部
な
ど
）
・
菩
薩
戒
宗
（
諸
師
の
梵
網
疏
な
ど
）
・
倶
舍
の
疏
・
法
相
の
文
籍
・
三
論
の
章
疏
な
ど
の
他
、
「
念
仏
の
諸
章
、
弘
法
大
師
所
作
の
諸
文
、
大
日
経
の
疏
等
」
を
門
侶
に
講
ず
る
。
『
行
状
』
中
巻
に
よ
る
。
凝
然
自
身
が
こ
の
講
席
に
居
た
か
ど
う
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
行
状
』
に
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
凝
然
も
恐
ら
く
聞
い
て
い
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
・
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
、
三
十
三
歳
。
円
戒
房
禅
爾
（
初
名
中
一
）
、
凝
然
の
学
窓
に
入
る
（
華
厳
と
律
を
学
ぶ
）
。
大
乗
院
琳
海
大
徳
の
弟
子
。
円
照
に
従
い
具
足
戒
を
受
け
る
。
・
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
月
二
十
二
日
、
三
十
八
歳
。
師
円
照
、
示
寂
す
。
五
十
七
歳
。
よ
っ
て
此
の
月
、
戒
壇
院
長
老
と
な
る
。
・
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
、
三
十
九
歳
。
こ
の
年
五
月
以
降
、
宗
性
入
滅
す
。
七
十
七
歳
。
・
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
二
月
一
日
、
四
十
三
歳
。
諸
尊
法
を
請
借
す
る
。
『
華
厳
孔
目
章
発
悟
記
』
第
二
十
三
紙
背
に
よ
る
。
・
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
五
十
一
歳
。
『
興
正
菩
薩
略
行
状
』
を
撰
す
。
・
こ
の
年
。
西
迎
蓮
実
上
人
の
弟
子
信
性
房
に
書
状
を
送
り
、
師
の
跡
に
還
住
し
て
大
仏
御
灯
供
養
を
旧
に
復
す
る
よ
う
求
め
る
。
・
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
五
十
三
歳
。
唐
招
提
寺
証
玄
、
入
滅
す
る
。
七
十
三
歳
。
・
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
五
十
四
歳
。
『
内
典
十
宗
秀
句
』
を
撰
述
す
る
。
・
正
安
四
年
（
一
三
〇
二
）
三
月
六
日
六
十
三
歳
。
『
円
照
上
人
行
状
』
三
巻
を
撰
す
。
奥
書
に
「
于
時
正
安
四
年
（
中
略
）
予
年
三
十
八　
値
先
師
之
寂　
経
二
十
六
年　
今
至
此
齢　
生
涯
不
幾　
奄
化
在
近　
願
生
安
養　
早
見
先
師
」
と
あ
る
。
・
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
六
十
八
歳
。
『
音
律
通
致
章
』
十
巻
を
撰
す
。
・
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
七
十
歳
。
師
円
照
の
三
十
三
回
忌
に
石
造
五
輪
塔
を
東
大
寺
真
言
院
に
造
立
す
る
。
・
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
七
月
五
日
七
十
二
歳
。
後
宇
多
法
皇
の
叡
覧
に
供
す
る
た
め
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
を
撰
す
。
・
こ
の
年
十
二
月
。
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
を
撰
す
。
大
正
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六
・
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
七
十
四
歳
。
『
十
住
心
論
第
五
巻
義
批
』
『
十
住
心
論
第
六
巻
義
批
』
『
十
住
心
論
第
四
巻
義
批
』
を
撰
す
。
・
こ
の
年
六
月
十
二
日
。
『
音
曲
秘
要
抄
』
を
撰
す
。
・
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
夏
頃
、
七
十
七
歳
。
長
老
と
し
て
唐
招
提
寺
に
住
持
す
る
。
・
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
九
月
五
日
八
十
二
歳
。
戒
壇
院
に
お
い
て
入
滅
。
三
、
受
戒
の
記
録
以
上
の
事
跡
の
中
で
先
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
建
長
七
年
の
延
暦
寺
不
共
菩
薩
戒
と
正
嘉
元
年
の
別
受
戒
と
正
元
元
年
の
通
受
戒
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
で
あ
ろ
う
。
本
来
二
十
歳
で
の
「
受
具
」
で
あ
れ
ば
、
四
分
律
の
具
足
戒
を
別
受
す
る
必
要
が
あ
る
。
上
田
霊
城
師
の
指
摘）（1
（
に
拠
れ
ば
、
師
円
照
は
通
受
に
よ
る
比
丘
性
成
を
主
張
し
、
凝
然
は
こ
れ
に
対
し
て
具
足
戒
の
別
受
の
必
要
性
を
主
張
し
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
凝
然
の
別
受
具
足
戒
の
理
解
が
、
正
元
元
年
よ
り
も
以
後
の
律
宗
修
学
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
三
聚
浄
戒
通
受
の
時
点
で
は
師
円
照
の
立
場
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
正
嘉
元
年
の
別
受
戒
は
沙
弥
戒
の
受
戒
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
東
大
寺
戒
壇
院
の
戒
壇
は
具
足
戒
授
戒
儀
式
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
沙
弥
戒
を
受
戒
し
た
と
い
う
こ
と
も
問
題
が
生
ず
る
。
た
だ
鎌
倉
期
の
戒
律
衰
退
期
に
お
け
る
興
律
運
動
の
中
で
あ
れ
ば
あ
り
得
よ
う
か
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
延
暦
寺
の
不
共
菩
薩
戒
の
受
戒
が
更
に
問
題
と
な
る
。
普
通
に
在
家
・
出
家
を
問
わ
な
い
菩
薩
戒
で
あ
れ
ば
、
戒
壇
を
必
要
と
し
な
い
し
、
戒
臘
を
生
ず
る
こ
と
も
無
い
。
本
来
の
戒
臘
（
法
臘
）
は
、
具
足
戒
を
受
け
、
比
丘
と
な
っ
た
時
点
か
ら
起
算
さ
れ
る
も
の
で
、
沙
弥
戒
受
戒
（
出
家
得
度
）
で
は
戒
臘
を
生
じ
な
い
。
し
か
し
平
安
中
期
以
降
の
戒
律
衰
退
期
に
は
、
出
家
か
ら
法
臘
を
数
え
る
風
が
起
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
今
具
体
例
は
挙
げ
な
い
が
、
多
く
の
史
料
中
に
、
法
臘
を
得
度
年
数
と
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
）。
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は
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式
な
別
受
の
具
足
戒
受
戒
や
沙
弥
戒
受
戒
が
絶
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
不
共
菩
薩
戒
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
凝
然
が
わ
ざ
わ
ざ
著
作
奥
書
に
菩
薩
戒
受
戒
か
ら
の
年
数
（
戒
臘
）
を
記
す
の
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
延
暦
寺
の
戒
壇
は
、
梵
網
菩
薩
戒
を
以
て
比
丘
性
を
成
ず
る
戒
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
（
最
澄
は
こ
れ
を
菩
薩
比
丘
と
称
し
た
）。
そ
こ
に
登
壇
受
戒
す
る
こ
と
は
、（
日
本
独
自
の
制
で
は
あ
る
が
）
出
家
戒
の
受
戒
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
年
齢
的
に
も
、
比
丘
戒
の
受
戒
と
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
出
家
得
度
の
た
め
に
、
沙
弥
戒
の
代
わ
り
に
菩
薩
戒
を
受
戒
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
そ
う
な
る
と
、
正
嘉
元
年
の
沙
弥
戒
受
戒
と
重
複
す
る
（
捨
戒
を
し
て
い
な
け
れ
ば
二
重
受
戒
、
二
重
得
度
を
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
）。
今
こ
の
問
題
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
し
、
ま
た
こ
れ
を
検
討
す
る
準
備
も
な
い
の
で
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
殊
更
に
「
不
共
菩
薩
戒
」
を
称
し
、
ま
た
そ
の
受
戒
年
数
（
戒
臘
）
を
数
え
る
こ
と
は
、
こ
の
菩
薩
戒
が
出
家
・
在
家
に
共
通
の
菩
薩
戒
（
共
菩
薩
戒
）
で
は
無
く
、
出
家
の
み
（
出
家
不
共
）
の
菩
薩
戒
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
即
ち
こ
の
菩
薩
戒
受
戒
が
出
家
得
度
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
沙
弥
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
は
正
し
い
沙
弥
戒
を
受
け
て
い
な
い
の
で
、
改
め
て
正
し
い
沙
弥
戒
を
受
戒
し
直
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
お
く
。
ま
た
『
行
状
』
で
は
、
そ
の
前
年
に
既
に
戒
壇
院
に
止
住
し
て
い
る
の
で
、
円
照
の
弟
子
と
な
っ
た
の
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
が
、
十
八
歳
で
別
受
戒
を
受
け
て
か
ら
で
あ
る
か
、
そ
れ
よ
り
も
以
前
で
あ
る
か
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。『
行
状
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
後
、
戒
壇
院
に
お
け
る
円
照
の
講
律
に
際
し
、
円
照
の
留
守
の
間
、
複
師
と
し
て
律
を
講
じ
た
と
い
う
。
四
、
聖
守
か
ら
受
法
し
た
天
台
宗
凝
然
が
何
時
頃
、
東
大
寺
真
言
院
の
聖
守
に
真
言
宗
と
天
台
宗
を
受
学
し
た
の
か
、
ま
た
何
時
か
ら
宗
性
に
華
厳
宗
を
学
ん
だ
の
か
、
は
明
ら
か
で
は
無
い
。
た
だ
文
永
五
年
に
著
し
た
『
八
宗
綱
要
』
奥
書
に
「
華
厳
宗
沙
門
」
と
称
し
て
い
る
の
で
、
宗
性
へ
の
受
学
は
早
七
大
正
大
學
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究
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時
期
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
聖
守
か
ら
の
伝
法
は
、宗
性
へ
の
受
学
の
前
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、東
大
寺
に
入
住
し
て
直
ぐ
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
聖
守
は
円
照
の
一
歳
上
の
実
兄
で
あ
り
、
円
照
・
聖
守
共
に
三
論
宗
を
学
ぶ
東
大
寺
学
侶
の
家
に
生
ま
れ
、
東
大
寺
に
お
い
て
学
侶
と
し
て
出
家
し
て
い
る
が
、
し
か
し
両
者
と
も
後
に
学
侶
身
分
を
隠
遁
・
遁
世
し
て
い
る
。
聖
守
は
、
弟
円
照
よ
り
も
六
年
遅
れ
て
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
に
二
十
八
歳
で
遁
世
し
、
醍
醐
報
恩
院
憲
深
（
一
一
九
二
〜
一
二
六
三
）
に
真
言
密
教
を
受
け
、
唱
導
は
絶
倫
で
、
真
言
院
・
新
禅
院
を
立
て
た
（
再
興
し
た
）
と
さ
れ
る
が
、
天
台
宗
の
こ
と
は
記
録
さ
れ
な
い
。
追
塩
千
尋
氏
は
聖
守
に
学
ん
だ
「
天
台
」
を
台
密
と
解
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
律
苑
』
に
「
真
言
院
中
道
守
公
に
親
し
く
台
密
二
教
を
禀
け）（1
（
」
と
あ
る
こ
と
を
読
み
間
違
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
台
密
」
は
「
二
教
」
と
あ
る
か
ら
天
台
宗
と
密
教
（
真
言
宗
）
で
あ
り
、
そ
の
密
教
は
台
密
で
は
な
い
。
し
か
も『
伝
律
図
源
』に
は「
聖
守
上
人
に
随
ひ
真
言
天
台
を
伝
学
し）（1
（
」と
あ
り
、『
本
朝
高
僧
伝
』で
は「
密
灌
を
聖
守
に
受
け）（1
（
」
と
あ
る
の
み
で
天
台
宗
受
学
の
こ
と
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
聖
守
が
台
密
を
伝
え
て
い
た
記
録
は
な
く
、
泉
涌
寺
不
可
棄
律
師
俊
芿
（
一
一
六
六
〜
一
二
二
七
）
―
大
悲
菩
薩
窮
情
房
覚
盛
（
一
一
九
四
〜
一
二
四
九
）
と
繋
が
る
律
宗
と
兼
学
さ
れ
て
き
た
鑑
真
（
六
八
八
〜
七
六
三
）
以
来
の
天
台
宗
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
聖
守
・
円
照
・
真
空
・
証
玄
等
は
共
に
覚
盛
に
律
学
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
る
。
鑑
真
は
本
来
天
台
宗
と
南
山
律
宗
と
を
学
ん
で
お
り
、
南
山
律
師
道
宣
（
五
九
六
〜
六
六
七
）
も
ま
た
天
台
宗
僧
で
あ
っ
た
。
鑑
真
の
日
本
来
朝
は
天
台
宗
の
日
本
初
伝
で
も
あ
っ
た
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
日
本
の
三
戒
壇
（
東
大
寺
・
筑
紫
観
世
音
寺
・
下
野
薬
師
寺
）
に
は
、
鑑
真
の
弟
子
に
よ
っ
て
（
律
宗
と
共
に
）
天
台
宗
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
初
期
天
台
宗
は
、
最
澄
門
流
の
延
暦
寺
天
台
宗
で
は
な
く
、
勿
論
、
台
密
を
兼
修
し
て
い
な
い
。
最
澄
門
流
の
天
台
宗
は
台
密
と
達
磨
禅
宗
（
牛
頭
禅
）
を
兼
修
し
、
律
を
廃
し
て
大
乗
菩
薩
戒
（
梵
網
戒
）
に
よ
る
比
丘
性
成
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
観
世
音
寺
の
天
台
宗
は
鑑
真
以
来
の
伝
統
を
伝
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
時
は
最
澄
の
布
教
も
あ
り
、
延
暦
寺
末
に
な
っ
て
い
た
時
期
も
あ
る
が
、
や
は
り
戒
壇
の
寺
と
し
て
東
大
寺
に
相
奪
さ
れ
、
平
安
中
期
以
降
は
東
大
寺
末
に
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
戒
壇
に
お
け
る
具
足
戒
の
授
戒
と
両
立
す
る
な
ら
ば
、
延
暦
寺
系
天
台
宗
で
は
八
真
言
宗
僧
凝
然
（
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齬
を
来
す
こ
と
に
な
ろ
う
。『
泉
涌
寺
不
可
棄
法
師
伝
』に
よ
れ
ば
俊
芿
は
飯
田
山
学
頭
真
俊（
俊
真
）法
師
の
弟
子
と
な
っ
た
と
さ
れ
、
俊
真
は
延
暦
寺
西
塔
院
東
陽
座
主
の
弟
子
で
、
谷
阿
闍
梨
皇
慶
（
九
七
七
〜
一
〇
四
九
梨
）
の
法
脈
を
嗣
い
で
い
た
が
、
俊
芿
は
更
に
高
野
山
に
登
り
、
理
覚
房
心
蓮
（
〜
一
一
八
一
）
に
南
院
流
（
宗
叡
流
）
を
受
け
、
俊
覚
検
校
よ
り
中
院
流
を
受
け
て
顕
密
兼
学
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
心
蓮
は
『
高
野
山
往
生
伝
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
仁
和
寺
僧
で
あ
る
が）（1
（
、
果
た
し
て
心
蓮
が
宗
叡
の
法
流
を
嗣
い
で
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
俊
芿
伝
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
九
州
に
は
太
宰
府
安
楽
寺
や
六
郷
満
山
な
ど
、
最
澄
門
流
（
延
暦
寺
系
）
の
天
台
宗
が
展
開
流
布
し
て
い
た
が
、
俊
芿
が
初
め
か
ら
真
言
宗
（
東
密
）
を
受
法
し
た
背
景
に
は
、
観
世
音
寺
に
お
け
る
東
大
寺
の
影
響
を
見
る
べ
き
で
あ
り
、
具
足
戒
壇
の
寺
院
と
し
て
の
性
格
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
飯
田
山
常
楽
寺
も
、
延
暦
寺
系
天
台
宗
と
共
に
鑑
真
系
天
台
宗
を
学
ん
で
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
凝
然
に
よ
る
天
台
宗
の
歴
史
が
鑑
真
の
系
譜
を
強
調
す
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
。
鎌
倉
時
代
の
興
律
運
動
に
影
響
の
あ
っ
た
俊
芿
も
ま
た
観
世
音
寺
僧
で
あ
り
、
泉
涌
寺
に
お
け
る
天
台
宗
兼
学
も
、
そ
の
よ
う
な
律
宗
と
兼
学
さ
れ
る
天
台
宗
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
凝
然
撰
『
律
宗
瓊
鑑
章
』
に
は
、
俊
芿
は
入
宋
し
て
「
北
峰
宗
印
法
師
に
値
ひ
て
天
台
宗
を
習
学
し
、
後
に
如
庵
了
宏
律
師
に
随
ひ
南
山
律
宗
を
受
け
、
研
究
精
詳
に
し
て
二
宗
遺
す
と
こ
ろ
無
し）（1
（
」
と
さ
れ
る
。
凝
然
が
聖
守
か
ら
受
学
し
た
天
台
宗
は
、
や
は
り
そ
の
よ
う
な
天
台
宗
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
台
密
を
兼
修
す
る
延
暦
寺
系
天
台
宗
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
若
し
聖
守
が
台
密
を
受
法
し
て
い
て
も
、
そ
れ
を
凝
然
に
伝
え
る
こ
と
は
考
え
難
い
。
密
教
の
伝
授
は
単
な
る
学
問
で
は
な
く
、
瑜
伽
（
三
密
行
）
の
実
修
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
血
脈
の
相
承
を
考
え
る
時
、
東
密
僧
が
台
密
の
法
流
を
誰
か
に
伝
法
す
る
こ
と
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
五
、
聖
守
か
ら
の
密
教
受
法
と
諸
尊
法
の
請
借
凝
然
は
四
十
三
歳
の
時
に
諸
尊
法
を
請
借
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
華
厳
孔
目
章
発
悟
記
』
第
二
十
三
紙
背
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、『
梗
九
大
正
大
學
研
究
紀
要
　
第
一
〇
六
輯
10
一
〇
概
』
に
よ
れ
ば
奉
借
請
尊
法
事
／
大
仏
頂　
大
勝
金
剛　
六
字
経
法
／
法
華
法　
菩
提
場
経
法　
已
上
五
帖
／
守
護
国
界
経
念
誦
次
第
護（梵
字
）摩
作
壇
略
（
カ
） 
作
法
／
心
経
法　
最
勝
太
子　
求
聞
持　
馬
鳴
菩
薩
法
／
薬
王
法　
大
勢
至
法　
愛
染
王
法
／
諸
尊
法
目
録　
已
上
十
帖
／
都
合
十
五
帖
／
右
所
奉
借
如
件
／
弘
安
五
年
二
月
一
日　
　
凝
然
（
花
押）（1
（
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
諸
尊
法
の
請
借
先
が
誰
か
ら
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
こ
の
内
容
か
ら
だ
け
で
は
、
ど
の
法
流
の
も
の
で
あ
る
か
も
判
断
で
き
な
い
。
た
だ
し
諸
尊
法
十
四
帖
の
他
に
『
諸
尊
法
目
録
』
一
帖
を
借
り
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
そ
の
他
の
尊
法
に
つ
い
て
も
受
法
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
凝
然
が
真
言
密
教
を
受
法
し
た
と
さ
れ
る
聖
守
は
、
円
照
の
実
兄
で
あ
る
が
、
そ
の
聖
守
か
ら
の
真
言
密
教
受
法
は
、
円
照
の
下
で
別
受
戒
を
受
け
た
十
八
歳
頃
か
ら
始
ま
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。『
血
脈
類
集
記
』
に
よ
れ
ば
、聖
守
は
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
十
一
月
十
六
日
に
醍
醐
報
恩
院
憲
深
（
一
一
九
二
〜
一
二
六
三
）
か
ら
醍
醐
寺
報
恩
院
に
お
い
て
醍
醐
三
宝
院
流
憲
深
方
（
報
恩
院
流
）
の
伝
法
灌
頂
を
受
法
し
て
い
る）11
（
。
こ
の
時
、
聖
守
は
四
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
真
言
宗
全
書
』
所
収
の
『
野
沢
血
脈
集
』
に
は
、
憲
深
の
付
法
と
し
て
聖
守
を
上
げ
る
と
こ
ろ
に
頭
注
と
し
て
「
本
朝
伝
に
云
く
、
戒
壇
院
凝
然
、
密
灌
を
受
く
。
云
々
」
と
見
ら
れ
る）1（
（
。
凝
然
の
師
で
あ
る
円
照
も
真
言
密
教
を
受
法
し
修
行
し
て
い
た
こ
と
は
『
行
状
』
を
初
め
と
す
る
凝
然
の
残
し
た
記
録
か
ら
確
実
で
あ
る
が
、
凝
然
は
、円
照
か
ら
で
は
無
く
聖
守
か
ら
受
法
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
円
照
は
戒
壇
院
や
金
山
院
に
お
い
て
空
海
撰
述
や『
大
日
経
疏
』『
菩
提
心
論
』
の
講
義
を
し
て
も
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
凝
然
が
教
相
の
講
義
を
聞
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
聖
守
は
東
大
寺
の
中
で
真
言
院
を
再
興
し
て
い
る
が
、
真
言
院
に
つ
い
て
凝
然
は
、
善
無
畏
三
蔵
の
旧
跡
、
弘
法
大
師
（
空
海
）
の
創
建
と
し
て
い
る
。
聖
守
は
覚
盛
か
ら
律
宗
を
受
け
、
法
相
・
三
論
を
学
び
、
憲
深
に
真
言
宗
を
受
法
し
て
い
る
が
、
東
大
寺
真
言
院
は
東
大
寺
内
に
お
け
る
真
言
宗
修
学
の
院
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
真
言
院
の
院
主
で
あ
る
聖
守
は
、
東
大
寺
に
お
け
る
真
言
宗
の
宗
匠
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
本
来
は
聖
宝
の
建
立
以
来
、
東
南
院
が
三
論
宗
と
真
言
宗
（
法
流
と
し
て
は
醍
醐
流
と
な
る
）
の
兼
学
院
家
で
あ
っ
た
が
、
聖
守
・
円
照
共
に
交
衆
か
ら
隠
遁
し
て
い
る
の
で
、
東
大
寺
大
衆
で
は
な
く
、
隠
遁
僧
の
間
に
お
真
言
宗
僧
凝
然
（
一
）
11
け
る
真
言
宗
の
宗
匠
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
納
得
い
こ
う
か
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
凝
然
が
円
照
か
ら
で
は
無
く
、
聖
守
か
ら
真
言
宗
を
受
学
し
た
と
い
う
こ
と
も
説
明
で
き
よ
う
。
こ
の
聖
守
か
ら
の
受
法
記
事
は
、
記
録
的
に
は
江
戸
期
に
下
る
凝
然
の
伝
記
類
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
知
ら
れ
て
い
る
血
脈
類
に
も
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
記
録
は
信
用
し
て
良
い
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
凝
然
の
密
教
修
行
が
最
初
の
四
度
加
行
か
ら
始
ま
り
、
受
明
灌
頂
・
伝
法
（
阿
闍
梨
位
）
灌
頂
受
法
を
経
て
、
諸
尊
法
の
伝
受
（
又
は
一
流
伝
授
）
に
進
ん
だ
も
の
と
考
え
た
場
合
、
四
十
三
歳
の
頃
に
伝
法
灌
頂
を
終
え
て
三
宝
院
流
の
一
流
伝
授
を
受
け
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
用
意
の
た
め
の
聖
教
書
写
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
推
測
し
得
よ
う
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
請
借
先
は
聖
守
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。し
か
し
円
照
も
戒
壇
院
で
律
・
三
論
等
と
共
に
空
海
の
著
作
や
『
大
日
経
疏
』
な
ど
を
講
じ
て
い
た
。
ま
た
円
照
は
真
言
密
教
の
験
者
と
し
て
、
そ
の
霊
験
に
よ
っ
て
多
く
の
帰
依
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
『
行
状
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
し
、
多
く
の
弟
子
に
灌
頂
を
授
け
て
も
い
る
。
円
照
の
真
言
宗
兼
学
と
灌
頂
授
法
の
こ
と
を
凝
然
が
記
録
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
凝
然
は
円
照
か
ら
伝
法
灌
頂
こ
そ
受
法
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
事
相
法
流
を
受
法
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
。『
行
状
』
に
よ
れ
ば
円
照
の
真
言
秘
教
受
法
は
初
め
四
恩
院
の
浄
法
大
徳
に
三
密
法
を
受
け
、
三
輪
上
人
に
従
っ
て
両
部
の
灌
頂
を
受
け
、
後
に
八
幡
の
唯
心
上
人
に
よ
っ
て
五
部
の
秘
奥
を
窮
め
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
『
行
状
』
下
巻
末
に
は
「
照
公
、
専
ら
真
言
を
以
て
心
の
所
帰
と
為
し
、
自
行
化
他
、
霊
験
一
に
非
ず
。
灌
頂
の
弟
子
、
其
の
数
一
に
非
ず
（
中
略
）
照
公
、
既
に
小
野
・
広
沢
両
流
之
法
を
伝
へ
、
人
の
所
楽
に
随
っ
て
之
れ
を
訓
へ
、
之
れ
を
授
く
」
と
見
ら
れ
る
。
円
照
が
誰
か
ら
何
流
を
付
法
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
無
住
（
一
二
二
六
〜
一
三
一
二
）
撰
『
沙
石
集
』
に
よ
れ
ば
八
幡
の
唯
心
上
人
の
伝
え
た
法
流
は
保
寿
院
流
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る）11
（
。
ま
た
凝
然
が
円
照
に
受
法
し
た
か
否
か
も
、
現
存
史
料
的
に
は
明
ら
か
で
無
い
が
、
教
相
と
共
に
事
相
法
流
も
合
わ
せ
て
受
法
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
得
よ
う
。
た
だ
し
こ
の
請
借
に
関
し
て
は
、
こ
の
時
、
既
に
円
照
は
入
滅
し
て
い
る
。
ま
た
凝
然
周
辺
で
は
迴
心
房
真
空
が
野
沢
諸
法
流
を
伝
え
て
い
る
。『
十
住
心
論
第
五
巻
義
批
』
後
記
に
拠
る
な
ら
ば
、
凝
然
は
弘
長
三
年
か
ら
文
永
四
年
の
五
年
間
、
真
空
に
随
逐
し
て
真
言
教
を
学
び
、
殊
に
『
十
住
心
論
』
を
詳
し
く
瑩
い
た
と
い
う
。
こ
の
時
に
教
相
一
一
大
正
大
學
研
究
紀
要
　
第
一
〇
六
輯
12
と
共
に
事
相
を
受
法
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
何
流
を
受
法
し
た
も
の
か
は
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
醍
醐
三
宝
院
流
に
限
ら
ず
、
そ
の
他
の
野
沢
諸
法
流
を
広
く
受
法
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
真
空
も
既
に
入
滅
し
て
い
る
の
で
、
今
の
請
借
相
手
で
は
な
い
。
ま
た
『
行
状
』
に
よ
れ
ば
天
王
寺
勝
鬘
院
の
円
珠
上
人
と
思
順
上
人
も
、
円
照
に
受
戒
し
た
凝
然
周
辺
の
人
々
な
ど
に
真
言
密
教
を
伝
受
し
て
い
る
。
円
珠
・
思
順
は
、
共
に
元
泉
涌
寺
の
智
鏡
・
道
玄
両
徳
の
門
人
で
、
律
蔵
・
天
台
教
を
学
び
、
真
言
を
専
ら
と
し
た
。
鷲
尾
に
移
住
し
て
円
照
を
助
け
、
金
山
院
に
お
い
て
秘
蔵
を
開
敷
し
、
律
を
講
じ
学
者
を
養
育
し
た
。
後
、
勝
鬘
院
に
居
し
て
宗
・
戒
を
開
演
し
た
、
と
さ
れ
る
。
円
照
よ
り
は
後
輩
に
当
た
り
、
凝
然
と
そ
れ
程
年
齢
差
は
無
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
凝
然
の
真
言
密
教
の
師
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
聖
教
の
請
借
相
手
と
し
て
の
可
能
性
は
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
上
げ
た
聖
教
の
請
借
状
は
、
誰
か
他
の
人
間
の
た
め
に
借
り
て
や
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
無
く
、
凝
然
が
自
分
自
身
の
受
法
の
た
め
に
借
り
受
け
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
請
借
状
は
、
少
な
く
と
も
凝
然
が
真
言
密
教
を
受
法
し
て
い
た
確
実
な
証
拠
と
い
う
こ
と
だ
け
は
い
え
よ
う
。
六
、
大
仏
と
大
神
宮
正
応
三
年
、
凝
然
五
十
一
歳
の
時
に
、
西
迎
蓮
実
上
人
の
弟
子
信
性
房
に
書
状
を
送
り
、
師
の
跡
に
還
住
し
て
大
仏
御
灯
供
養
を
旧
に
復
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
書
状
の
中
で
凝
然
は
、
大
仏
は
本
地
、
大
神
宮
（
天
照
大
御
神
）
は
垂
迹
と
し
、
信
性
房
の
自
行
昇
進
は
「
日
比
の
ご
と
く
、
長
日
供
養
法
に
過
ぎ
る
べ
か
ら
ず
、
即
ち
自
行
化
他
・
興
法
利
生
は
莫
大
の
御
事
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
長
日
供
養
法
は
信
性
房
の
修
す
べ
き
行
で
は
あ
る
が
、
師
蓮
実
上
人
も
修
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
凝
然
周
辺
に
お
け
る
真
言
密
教
実
修
の
例
と
い
え
る
。
一
二
真
言
宗
僧
凝
然
（
一
）
13
伊
藤
聡
氏
は
『
行
状
』
と
『
西
迎
上
人
行
状
』
に
よ
っ
て
蓮
実
の
伊
勢
参
宮
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が）11
（
、『
西
迎
上
人
行
状
』（『
梗
概
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
蓮
実
は
伊
勢
の
出
身
で
、
初
め
明
恵
房
高
弁
（
一
一
七
三
〜
一
二
三
二
）
に
随
侍
し
、
そ
の
没
後
に
東
大
寺
に
住
し
、
大
仏
殿
灯
油
を
始
め
、
戒
壇
院
・
唐
禅
院
を
再
興
し
、
ま
た
道
念
深
く
て
『
法
華
経
』
数
万
部
を
暗
誦
し
、
閻
魔
王
の
需
め
に
応
じ
て
大
仏
殿
に
『
法
華
経
』
供
養
の
大
行
を
興
し
今
に
断
絶
せ
ず
、
建
長
八
年
（
一
二
五
六
）
五
月
二
十
九
日
九
十
四
歳
で
兜
率
上
生
を
遂
げ
た
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
西
迎
は
『
法
華
経
』
信
仰
的
弥
勒
浄
土
教
信
仰
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
西
迎
と
い
う
房
号
か
ら
は
極
楽
往
生
信
仰
と
も
見
ら
れ
る
。
凝
然
の
華
厳
宗
の
師
で
あ
る
宗
性
が
弥
勒
浄
土
教
信
仰
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
影
響
を
考
え
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
ま
た
伊
藤
氏
は
蓮
実
の
伊
勢
参
宮
の
記
録
に
つ
い
て
、
通
海
『
大
神
宮
参
詣
記
』
に
、
西
迎
は
後
世
の
こ
と
を
祈
っ
て
伊
勢
に
参
宮
し
た
と
す
る
記
事
の
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
ま
た
大
神
宮
側
の
記
録
と
し
て
度
会
行
忠
の
『
古
老
口
実
』
を
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
円
照
も
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
に
伊
勢
参
宮
を
は
た
し
て
い
る
と
さ
れ
、
同
時
に
そ
の
根
拠
と
さ
れ
る
円
照
撰
『
無
二
発
心
成
仏
論
』
に
お
け
る
真
偽
問
題
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
円
照
の
参
宮
自
体
は
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
東
大
寺
の
盧
舎
那
仏
を
大
日
如
来
と
し
、
天
照
大
神
を
そ
の
垂
迹
と
す
る
言
説
に
つ
い
て
、
伊
藤
聡
氏
は
十
二
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
『
大
神
宮
諸
雑
事
記
』
第
一
と
『
東
大
寺
要
録
』
巻
一
に
引
か
れ
る
「
大
神
宮
禰
宜
延
平
日
記）11
（
」
と
に
見
え
る
橘
諸
兄
参
宮
説
話
を
指
摘
さ
れ
る）11
（
。
天
照
＝
大
日
一
体
説
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
は
成
尊
（
一
〇
一
二
〜
一
〇
七
四
）
撰
『
真
言
付
法
纂
要
抄）11
（
』
で
あ
る
が
、
東
大
寺
の
大
仏
（
盧
舎
那
仏
）
を
密
教
の
教
主
大
日
如
来
と
す
る
言
説
は
こ
の
諸
兄
説
話
に
よ
る
と
い
う
。
ま
た
こ
れ
に
よ
り
東
大
寺
大
勧
進
俊
乗
房
重
源
（
〜
一
一
九
三
）
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
大
仏
殿
の
大
仏
の
両
脇
に
は
両
界
漫
荼
羅
が
懸
け
ら
れ
た
が）11
（
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
重
源
も
東
大
寺
復
興
を
祈
願
し
て
東
大
寺
衆
僧
と
共
に
伊
勢
に
参
宮
し
て
い
る
。
と
も
か
く
こ
の
言
説
が
『
東
大
寺
要
録
』
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
重
源
・
蓮
実
だ
け
で
な
く
、
聖
守
・
円
照
・
凝
然
を
含
め
た
東
大
寺
僧
共
通
の
認
識
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。一
三
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七
、
声
明
関
連
の
著
作
凝
然
の
声
明
関
係
著
作
は
晩
年
の
も
の
に
な
る
が
、『
音
律
通
致
章
』
は
第
二
巻
の
み
が
羽
塚
啓
明
『
日
本
楽
道
叢
書
』
上
巻）11
（
に
翻
刻
さ
れ
、『
音
曲
秘
要
抄
』
は
『
大
正
蔵
経
』
第
八
十
四
巻
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
共
に
音
曲
の
理
論
書
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
大
正
蔵
経
』
に
は
凝
然
撰
『
声
明
源
流
記
』
が
あ
り
、
享
保
四
年
に
談
峯
沙
門
光
薫
が
書
し
て
版
行
し
た
も
の
で
、
大
原
上
人
良
忍
（
一
〇
七
三
〜
一
一
三
二
）
を
中
心
と
し
た
天
台
声
明
の
歴
史
を
主
と
し
て
い
る
が
、
前
半
に
は
声
明
音
曲
が
諸
寺
・
諸
宗
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
ま
た
短
編
で
あ
っ
て
末
尾
に
は
興
福
寺
の
内
梵
音
の
系
譜
を
載
せ
な
が
ら
説
明
が
な
い
な
ど
、
完
本
で
は
無
い
可
能
性
を
疑
わ
せ
る
。
た
だ
良
忍
は
内
典
（
仏
教
）
の
諸
哲
に
声
明
を
受
け
て
多
門
を
貫
括
し
た
と
い
い
、
真
言
・
南
都
の
声
明
も
良
忍
が
相
承
し
、
そ
の
後
の
諸
宗
の
声
明
は
そ
こ
か
ら
分
か
れ
た
と
考
え
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
音
曲
秘
要
抄
』
で
は
五
音
の
説
明
に
密
家
人
の
意
と
し
て
『
即
身
義
』
の
即
身
成
仏
頌
か
ら
「
各
具
五
智
無
際
智　
円
鏡
力
故
実
覚
智
」
の
句
を
引
用
し
て
お
り
、
ま
た
南
山
進
流
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
真
言
声
明
を
前
提
と
し
て
い
る
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
行
状
』
中
巻
の
終
り
に
記
録
す
る
日
蓮
房
重
如
は
、
本
の
名
を
舜
観
房
瞻
秀
と
い
い
、
六
歳
で
東
小
田
原
（
興
福
寺
大
乗
院
別
所
の
隨
願
寺
）
に
入
り
、
胎
蓮
上
人
の
弟
子
と
な
っ
て
久
し
く
秘
教
を
学
び
、
金
剛
王
院
・
三
宝
院
・
理
性
院
流
を
受
け
、
金
剛
王
院
流
を
本
流
と
し
た
。
ま
た
諸
師
を
尋
ね
て
（
木
幡
の
真
空
・
八
幡
の
唯
心
・
聖
守
・
円
珠
・
思
円
等
に
就
い
て
）
諸
流
を
学
び
、
顕
密
の
音
曲
は
先
達
の
位
と
な
り
、
し
ば
し
ば
戒
壇
院
に
還
っ
て
声
明
を
衆
に
被
ら
し
め
た
と
い
い
、
凝
然
は
音
曲
と
顕
（
密
）
を
倶
に
受
け
た
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
凝
然
の
声
明
は
多
く
重
如
か
ら
習
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
東
小
田
原
は
大
進
上
人
流
真
言
宗
声
明
の
本
拠
地
と
な
っ
た
中
川
寺
に
近
く
、
密
接
な
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
『
浄
瑠
璃
寺
流
記
事）11
（
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
東
大
寺
に
は
修
二
会
に
用
い
ら
れ
る
南
都
声
明
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
重
如
の
声
明
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
凝
然
の
声
明
も
真
言
宗
声
明
を
中
心
と
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
四
真
言
宗
僧
凝
然
（
一
）
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一
五
八
、『
十
住
心
論
義
批
』
『
十
住
心
論
義
批
』
は
、『
梗
概
』
に
よ
れ
ば
『
十
住
心
論
』
第
四
・
五
・
六
巻
の
「
義
批
」
が
あ
り
、『
十
住
心
論
第
四
巻
義
批
』
の
一
部
分
の
校
訂
翻
刻
が
報
告
さ
れ
て
い
る）11
（
。
内
容
は
『
十
住
心
論
』
の
詳
細
な
語
句
の
注
釈
（
逐
語
釈
）
で
あ
り
、
他
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
十
住
心
論
』
の
他
の
巻
に
つ
い
て
も
義
批
の
撰
述
が
作
さ
れ
た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
く
の
注
釈
を
製
作
し
て
き
た
凝
然
で
あ
れ
ば
、『
十
住
心
論
』
全
体
に
亘
る
「
義
批
」
の
完
成
を
目
指
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
推
測
で
き
よ
う
。
九
、
お
わ
り
に
以
上
、
今
回
指
摘
し
た
凝
然
の
生
涯
に
お
け
る
伝
記
的
な
事
跡
の
中
に
も
、
真
言
宗
に
関
わ
る
事
例
を
、
種
々
な
形
で
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
稿）1（
（
に
お
い
て
詳
し
く
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
師
円
照
の
伝
記
・
事
績
を
、
円
照
入
滅
か
ら
二
十
六
年
後
に
著
し
た
『
東
大
寺
円
照
上
人
行
状
』
の
内
容
で
あ
ろ
う
。
円
照
は
真
言
宗
の
阿
闍
梨
と
し
て
多
く
の
者
に
伝
受
を
し
、
灌
頂
を
授
け
、
真
言
教
理
の
講
義
を
し
て
い
る
。
こ
の
伝
記
を
記
し
た
凝
然
が
、
師
円
照
と
異
な
っ
て
真
言
宗
に
つ
い
て
無
関
心
で
あ
っ
た
、
力
を
注
が
な
か
っ
た
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
し
、
真
言
宗
を
、
他
の
顕
教
諸
宗
と
同
列
の
価
値
と
し
て
い
た
、
と
い
う
理
解
も
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
八
宗
綱
要
』
を
初
め
と
す
る
諸
宗
綱
要
書
な
ど
に
見
ら
れ
る
真
言
宗
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
次
稿
に
譲
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
も
真
言
宗
の
優
位
性
を
認
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
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註
（1）
苫
米
地
誠
一
「
凝
然
撰
『
円
照
上
人
行
状
』
に
見
ら
れ
る
真
言
宗
僧
円
照
」『
唐
招
提
寺
第
二
十
八
世
凝
然
大
徳
御
忌
記
念
凝
然
教
学
の
形
成
と
展
開
』
法
蔵
館
、
令
和
三
年
三
月
（
刊
行
予
定
）。
（2）
詳
し
く
は
苫
米
地
誠
一
「
諸
宗
の
制
度
的
兼
学
と
重
層
的
（
包
摂
的
）
兼
修
」『
智
山
学
報
』
七
九
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（3）
苫
米
地
誠
一
「
真
言
宗
僧
凝
然
（
二
）
―
諸
宗
兼
学
と
真
言
宗
―
」『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
一
〇
七
、令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
予
定
。
（4）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
五
・
八
五
上
〜
一
二
四
下
。『
伝
律
図
源
』
下
巻
は
日
本
律
宗
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
凝
然
伝
は
一
〇
七
下
〜
一
一
〇
上
。
（5）
『
律
苑
僧
宝
伝
』
中
の
凝
然
伝
は
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
五
・
二
七
八
下
〜
二
七
九
下
。
（6）
『
本
朝
高
僧
伝
』
中
の
凝
然
伝
は
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
二
「
本
朝
高
僧
伝
」
一
・
二
四
六
下
〜
二
四
七
下
。
（7） 『
東
大
寺
円
照
上
人
行
状
』東
大
寺
図
書
館
、昭
和
五
二
年（
一
九
七
七
）。『
続
々
群
書
類
従
』三「
史
伝
部
」四
七
六
上
〜
五
〇
五
下
。
今
は
東
大
寺
図
書
館
発
行
本
に
拠
る
。
（8）
『
仏
典
講
座
』
三
九
「
八
宗
綱
要
上
」
大
蔵
出
版
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）。
（9）
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
岩
波
書
店
、
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）。
（（1）
越
智
通
敏
『
沙
門
凝
然
』
愛
媛
文
化
双
書
刊
行
会
、
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
但
し
稿
者
未
見
。
（（（）
追
塩
千
尋
「
凝
然
の
宗
教
活
動
に
つ
い
て
：
凝
然
像
の
再
検
討
」『
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
』
三
五
、
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
一
一
月
。
（（1）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
・
一
一
八
上
。
（（1）
上
田
霊
城
「
凝
然
の
南
山
律
宗
―
鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
宗
派
化
―
」『
印
仏
研
』
二
四
ノ
一
、
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）。
（（1）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
五
・
二
七
八
下
。
一
六
真
言
宗
僧
凝
然
（
一
）
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（（1）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
五
・
一
〇
八
上
。
（（1）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
二
・
二
四
六
下
。
（（1）
理
覚
房
心
蓮
に
つ
い
て
は
苫
米
地
誠
一「『
高
野
山
往
生
伝
』の
成
立
に
つ
い
て
」速
水
侑
編『
奈
良
・
平
安
仏
教
の
展
開
』吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
八
月
、同「
隆
海
一
門（
家
隆
流
）と
高
野
山
大
伝
法
院
」『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』三
八
、平
成
二
六
年（
二
〇
一
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（（1）
『
律
宗
瓊
鑑
章
』『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
五
・
四
三
上
。
（（1）
『
凝
然
大
徳
事
績
梗
概
』
三
一
〜
三
二
。
（11）
『
真
言
宗
全
書
』
三
九
・
二
二
七
下
。
（1（）
『
真
言
宗
全
書
』
三
九
・
三
八
二
下
。
（11）
『
沙
石
集
』
岩
波
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
八
五
・
一
一
六
〜
一
一
七
。
ま
た
前
掲
註
（1） 
苫
米
地
誠
一
論
文
参
照
。
（11）
伊
藤
聡
「
中
世
神
道
の
形
成
と
無
住
」
長
母
寺
開
山
無
住
和
尚
七
百
年
遠
諱
記
念
刊
行
会
編
『
無
住
―
研
究
と
資
料
』
あ
る
む
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）。
後
に
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
一
〇
月
に
収
録
。
（11）
筒
井
英
俊
校
訂
（
再
版
）『
東
大
寺
要
録
』
国
書
刊
行
会
、昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
一
一
〜
一
二
。『
続
々
群
書
類
従
』
一
一
・
七
上
。
（11）
伊
藤
聡
「
天
照
大
神
＝
大
日
如
来
習
合
説
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）」
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
『
人
文
学
科
論
集
』
三
九
、
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）。
後
に
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
法
蔵
館
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
収
録
。
（11）
『
真
言
付
法
纂
要
抄
』
の
「
十
外
護
殊
勝
」
に
は
「
今
遍
照
金
剛
、
鎮
へ
に
日
域
に
住
し
て
金
輪
聖
王
の
福
を
増
す
。
神
を
天
照
尊
と
号
し
、
刹
を
大
日
本
国
と
名
く
。
自
然
の
理
、
自
然
の
名
を
立
つ
。
云
云
」
と
あ
る
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
六
・
四
二
上
・
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
一
・
九
三
下
）。
そ
の
「
大
日
本
国
（
や
ま
と
の
く
に
）」
を
「
大
日
の
本
国
」
と
訓
ず
る
こ
と
で
、
日
本
が
大
日
如
来
の
根
本
の
国
で
あ
り
、
そ
の
神
で
あ
る
天
照
大
神
が
大
日
如
来
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（11）
藤
井
恵
介
「
醍
醐
寺
所
蔵
の
弘
安
七
年
東
大
寺
大
仏
殿
図
に
つ
い
て
―
鎌
倉
再
建
大
仏
殿
の
復
元
―
」『
建
築
史
学
』
一
七
大
正
大
學
研
究
紀
要
　
第
一
〇
六
輯
18
一
二
、一
九
八
九
年
。
藤
井
氏
は
、
本
尊
盧
舎
那
仏
は
金
銅
蓮
華
座
（
上
）・
石
蓮
華
座
（
下
）
と
い
う
二
重
蓮
華
座
の
上
に
座
し
、
金
銅
座
の
外
、
石
座
の
上
に
金
剛
界
堂
・
胎
蔵
界
堂
が
作
ら
れ
、
蓮
華
座
下
の
框
座
か
ら
高
欄
付
き
の
階
が
か
か
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
両
界
曼
荼
羅
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
東
に
金
剛
界
堂
、
西
に
胎
蔵
界
堂
が
あ
る
の
は
通
常
と
逆
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
側
か
ら
西
に
向
っ
て
金
剛
界
曼
茶
羅
と
盧
舎
那
仏
を
拝
み
、
ま
た
西
側
か
ら
東
に
向
か
っ
て
胎
蔵
曼
荼
羅
と
盧
舎
那
仏
を
拝
む
た
め
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
両
界
堂
を
、
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
に
重
源
が
創
始
し
た
両
界
供
養
法
の
た
め
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
東
大
寺
要
録
』
巻
第
七
「
雑
事
章
第
十
」
に
大
仏
殿
納
物
と
し
て
「
金
銅
大
毘
盧
舎
那
仏
像
一
躰　
金
色
脇
侍
菩
薩
像
二
躰　
綵
色
四
天
王
像
四
躰　
鏤
（
繍
）
曼
荼
羅
二
鋪
」（
筒
井
英
俊
校
訂
『
東
大
寺
要
録
』
二
五
五
。『
続
々
群
書
類
従
』
一
一
・
一
二
九
上
）
と
あ
り
、
同
巻
第
八
「
雑
事
章
第
十
之
餘
」
に
は
東
曼
荼
羅
と
西
曼
荼
羅
の
縁
文
が
挙
げ
ら
れ
、
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
に
四
天
王
像
・
大
曼
荼
羅
造
立
と
さ
れ
る
（
筒
井
英
俊
校
訂
『
東
大
寺
要
録
』
二
八
五
〜
二
八
八
。『
続
々
群
書
類
従
』
一
一
・
一
四
五
上
〜
一
四
六
下
）。
縁
文
の
内
容
に
拠
れ
ば
、
東
曼
荼
羅
は
観
音
の
繍
仏
像
、
西
曼
荼
羅
は
不
空
羂
索
観
音
の
繍
仏
像
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
両
部
の
曼
荼
羅
で
は
な
い
。
こ
れ
が
曼
荼
羅
と
称
さ
れ
た
の
は
観
音
変
相
図
で
あ
っ
た
た
め
か
。
し
か
し
大
仏
殿
に
観
音
像
・
不
空
羂
索
観
音
を
祀
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
し
、
藤
氏
に
関
わ
る
不
空
羂
索
観
音
（
興
福
寺
南
円
堂
の
本
尊
）
を
皇
后
光
明
子
（
藤
原
不
比
等
女
）
の
た
め
と
す
る
の
も
、
南
円
堂
創
建
が
弘
仁
年
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
不
自
然
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
焼
亡
以
前
の
大
仏
殿
に
お
け
る
東
西
曼
荼
羅
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
（11）
羽
塚
啓
明
『
日
本
楽
道
叢
書
』
上
巻
、
臨
川
書
店
、
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）
九
月
。
（11）
『
浄
瑠
璃
寺
流
記
事
』『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
一
九
「
寺
誌
叢
書
」
三
。
ま
た
苫
米
地
誠
一
「
平
安
期
興
福
寺
に
お
け
る
真
言
宗
に
つ
い
て
」
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
研
究
紀
要
『
佛
教
文
化
論
集
』
九
、平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
一
二
月
（
後
に
苫
米
地
誠
一
『
平
安
期
真
言
密
教
の
研
究
』
ノ
ン
ブ
ル
社
、
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月
に
収
録
）
に
お
い
て
、
東
小
田
原
も
当
初
は
西
小
田
原
浄
瑠
璃
寺
・
中
川
寺
と
共
に
興
福
寺
一
乗
院
別
所
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
（11）
小
峰
弥
彦
「
十
住
心
論
義
批
」
の
研
究
―
未
刊
写
本
「
義
批
」
の
紹
介
並
註
釈
」『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
六
八
、
昭
和
五
八
年
一
八
真
言
宗
僧
凝
然
（
一
）
19
（
一
九
八
三
）。
同
「
十
住
心
論
義
批
」
の
研
究
―
２
―
未
刊
写
本
「
義
批
」
の
紹
介
並
註
釈
」『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
六
九
、
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）。
十
住
心
論
義
批
研
究
会
「『
十
住
心
論
義
批
』
の
研
究
（
三
） : 
未
刊
写
本
『
義
批
』
の
紹
介
並
語
釈
（
智
山
勧
学
会
共
同
研
究
部
門
報
告
）」『
智
山
学
報
』
四
九
、平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）。「
小
峰
弥
彦
」
名
で
『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
へ
投
稿
さ
れ
て
い
る
前
二
本
も
、
同
じ
智
山
勧
学
会
「
十
住
心
論
義
批
研
究
会
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
論
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
（1（）
前
掲
註
（1） 
苫
米
地
論
文
。
一
九
